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データベース検索のための操作言語を自動合成する技術を開発 

入出力の実例をもとに作製し、探す時間を大幅に短縮 

オープンソースとして一般公開 

 
【概要】 
奈良先端科学技術大学院大学（学長：横矢直和）先端科学技術研究科情報科学領域ソフトウェア工学研

究室の石尾隆准教授は、株式会社 NTT データ（代表取締役社長：本間洋）との共同研究「プログラム合

成に関する研究」を行い、ユーザが与えたデータベース検索操作の入出力の実例から、その操作を実行す

るためのデータベース操作言語である SQL（シークェル）文を自動合成する技術を開発しました。特に、

自動合成のアルゴリズムの開発は共同で行い、プログラムの実装や手法の評価は株式会社 NTT データで

行いました。 
開発した技術は Programming by Example （人間が与えた例に基づくプログラムの生成）と呼ばれて

いるものの 1 つで、従来であれば、入力データから出力データを計算するための SQL の候補として、使

用できる構文の膨大な組み合わせを調べる必要がありました。しかし、本技術では、出力データの状態か

ら使用する構文の条件を絞り込むことで、探索に必要な時間を大幅に短縮しました。 
データベースの教科書や Q&A サイトから集められた 118 件の事例のうち、従来技術では 55 件（47％）

の合成成功にとどまっていたところを、85 件（72％）まで引き上げることができました。 
また、成功した例のうち 92％に対しては 1 秒以内で結果を出力することに成功しており、データベース

の操作に習熟していないエンジニアであっても、システムの動作テストに使用するような入出力データを

作成していくと、リアルタイムにそれを実行するための SQL が合成されるという新しいプログラミング

環境の実現につながる技術です。 
本技術を実装したシステム PATSQL のソースコードを、オープンソースソフトウェアとしたほか、下記 

URL においてサービスとして簡単に体験できるシステムとしても公開しました。 
 

https://naist-se.github.io/patsql/ （体験用 Web ページ） 
https://github.com/naist-se/patsql/ （PATSQL 公開ページ） 

 
 つきましては、関係資料を配付いたしますので、取材方よろしくお願いいたします。 
 
【ご連絡事項】 

(1)本件につきましては、奈良先端科学技術大学院大学から奈良県文化教育記者クラブをメインとし、学

研都市記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブへ同時にご連絡しております。 
(2)取材希望がございましたら、恐れ入りますが下記までご連絡願います。 
(3)プレスリリースに関する問い合わせ先 

  奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 情報科学領域 
ソフトウェア工学研究室 准教授 石尾隆 

  TEL：0743-72-5311  E-mail：ishio@is.naist.jp 

プレスリリース 

mailto:socialcomputing-office@is.naist.jp

